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20092009年年33月期（第月期（第4646期）期）
第２四半期決算説明会第２四半期決算説明会

きれいにしよう日本の空をきれいにしよう日本の空を

日本空調サービス株式会社
2008年11月12日

＜この資料に関するお問い合わせは、経営企画室広報ﾁｰﾑ・山村（052-773-2513）まで＞
本資料に記載されている業績の予想・計画は、本資料作成時点において入手可能な情報に基づくものであり、
実際の業績は今後様々な要因によって予想・計画数値と異なる場合があります。
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日本空調サービスは、日本空調サービスは、
お客様に安心感を与える最適な建物環境をお客様に安心感を与える最適な建物環境を

維持するために、技術力と人的資源を結集させ、維持するために、技術力と人的資源を結集させ、

高品質サービスを提供する高品質サービスを提供する

環境創生企業です。環境創生企業です。
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◆◆ 第２四半期決算概要第２四半期決算概要

◆◆ 通期業績見通し通期業績見通し

◆◆ 経営戦略経営戦略

◆◆ 株主・投資家の皆様へ株主・投資家の皆様へ
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1. 20081. 2008年年99月月 第第22四半期四半期 連結業績（連結業績（11））

金　　額 構成比（％） 金　　額 構成比（％）
対前年同期比

（％）
金　　額 構成比（％）

対前年同期比

（％）

売 上 高 合 計 12 ,517 100 .0 13 ,864 100 .0 110 .8 14 ,264 100 .0 102 .9

ﾒﾝﾃﾅﾝｽｻｰﾋﾞｽ売上高 10,247 81.9 11,113 80.2 108.5 11,655 81.7 104.9
ﾘﾆｭｰｱ ﾙ工事完成工事高 2,269 18.1 2,750 19.8 121.2 2,609 18.3 94.9

売 上 総 利 益 2 ,600 20 .8 2 ,767 19 .9 106 .4 2 ,824 19 .8 102 .1
販売費・一般管理費 1,850 14.8 1,875 13.5 101.3 1,944 13.6 103.7

営 業 利 益 750 6 .0 892 6 .4 118 .9 880 6 .2 98 .7

営 業 外 収 益 90 83 63
営 業 外 費 用 11 17 11

経 常 利 益 829 6 .6 958 6 .9 115 .5 932 6 .5 97 .3
特 別 利 益 2 2 4
特 別 損 失 3 60 5

中 間 純 利 益 408 3 .3 362 2 .6 88 .7 451 3 .2 124 .6

2006／9月中間期 2008／9月第2四半期2007／9月中間期

（単位：百万円）
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2. 20082. 2008年年99月月 第第22四半期四半期 連結業績（連結業績（22））

金　　額 構成比（％）
対前年同期比

（％）
金　　額 構成比（％）

対前年同期比

（％）
金　　額 構成比（％） 対予想比（％）

売 上 高 合 計 13 ,864 100 .0 110 . 8 14 ,200 100 . 0 102.4 14 ,264 100 .0 100 .5
ﾒﾝﾃﾅﾝｽｻｰﾋﾞｽ売上高 11,113 80.2 108.5 11,400 80.3 102.6 11,655 81.7 102.2
ﾘ ﾆｭｰｱ ﾙ工事完成工事高 2,750 19.8 121.2 2,800 19.7 101.8 2,609 18.3 93.2

売 上 総 利 益 2 ,767 19.9 106 . 4 2 ,820 19 .9 101 .9 2 ,824 19 .8 100 .1

販売費・一般管理費 1,875 13.5 101.3 2,020 14.2 107.7 1,944 13.6 96.2

営 業 利 益 892 6.4 118 . 9 800 5 . 6 89 .7 880 6 .2 110 .0
営 業 外 収 益 83 50 63
営 業 外 費 用 17 20 11

経 常 利 益 958 6.9 115 . 5 830 5 . 8 86 .6 932 6 .5 112 .3
特 別 利 益 2 - 4
特 別 損 失 60 - 5

中 間 純 利 益 362 2.6 88 .7 410 2 . 9 113 .3 451 3 .2 110 .0

2008／9月第2四半期実績2008／9月第2四半期予想2007／9月中間期実績

（単位：百万円）
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3. 20083. 2008年年99月月 第第22四半期業績の検証四半期業績の検証

〈経常利益〉

前年同四半期で若干マイナスであるが、
営業外収益・費用も折込済みであり、
販管費削減効果で対予想比ではプラス。

〈リニューアル工事〉
前年同四半期比では減少となるが、要因
としては、工事比率の高い子会社（2社）
において、前年同四半期に大型物件完
成が偏ったことによる影響であり、期初
予想では折込済み。

〈当期純利益〉

繰延税金資産取り崩し、減損損失がなく
なり、第2四半期純利益としては過去最
高値。

〈売上総利益・営業利益〉

・売上総利益は、売上が予想通りの着
地であったため、期初予想通り確保。

・営業利益は、販管・人件費増加はあっ

たものの、販管・経費削減効果もあり、
ほぼ前年同四半期並み。

〈メンテナンスサービス〉

注力分野での新規受注で順調に推移
前年同四半期比、予想比ともにプラス。

・大型病院の新規FM物件の受注（複数）

また、前期下期受注の物件が年間寄与
・製造工場の新規FM物件の受注

◆ 利 益 ◆◆ 売 上 ◆
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4. 20084. 2008年年99月月 第第22四半期四半期
受託施設別売上高構成受託施設別売上高構成

3,834
(35.8%)

4,159
(35.8%)

4,250
(34.0%)

5,076
（35.6%）

4,827
（34.8%）

3,806
(35.6%)

4,243
(36.6%)

4,312
(34.4%)

4,663
（33.6%）

5,026
（35.2%）

1,145
(10.7%)

1,200
(10.3%)

2,077
(16.6%)

2,165
（15.6%）

2,003
（14.1%）

1,915
(17.9%)

2,012
(17.3%)

1,879
(15.0%)

2,210
（16.0%）

2,158
（15.1%）

0 5,000 10,000 15,000

2004/9月中間期

2005/9月中間期

2006/9月中間期

2007/9月中間期

2008/9月第2四半期

病院及び研究施設 オフィスビル・商業施設 製造工場等 その他
（百万円）

10,700

11,613

12,517

13,864

14,264

メンテナンスでは ＋ 86百万円
リニューアル工事 -247百万円
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5,767
（53.9%）

6,159
(53.0%)

6,203
(49.6%)

7,094
(51.2%)

6,993
(49.0%)

4,933
（46.1%）

5,453
(47.0%)

6,313
(50.4%)

6,769
(48.8%)

7,270
(51.0%)

0 5,000 10,000 15,000

2008/9月第2四半期

2007/9月中間期

2006/9月中間期

2005/9月中間期

2004/9月中間期

官  庁 民  間

11,61

12,51

13,86

10,70

(百万円）

5. 20085. 2008年年99月月 第第22四半期四半期
官・民別売上高構成官・民別売上高構成

14,26
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2,124

3,059

2,476 2,658

4,408

3,610

2,891

2,338

1,322

826

2,353

2,665 2,722

1,735

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2003/3期末 2004/3期末 2005/3期末 2006/3期末 2007/3期末 2008/3期末 2008/9月末

現金及び預金 有利子負債(百万円）

6. 20086. 2008年年99月月 第第22四半期四半期 財務状況財務状況
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7. 20097. 2009年年33月期月期 連結業績予想（連結業績予想（11））

金　　額 構成比（％） 金　　額 構成比（％） 金　　額 構成比（％） 対前期比（％）

売 上 高 合 計 28 ,416 100 .0 29 ,545 100 .0 30 ,800 100.0 104 .2
ﾒﾝﾃﾅﾝｽｻｰﾋﾞｽ売上高 21,785 76.7 23,353 79.0 24,600 79.9 105.3
ﾘﾆｭｰｱ ﾙ工事完成工事高 6,630 23.3 6,191 21.0 6,200 20.1 100.1

売 上 総 利 益 5,521 19 .4 5 ,660 19 .2 5 ,900 19.2 104 .2
販売費・一般管理費 3,759 13.2 3,869 13.1 4,080 13.2 105.5

営 業 利 益 1,762 6 .2 1 ,790 6 .1 1 ,820 5.9 101 .7
営 業 外 収 益 183 128 100
営 業 外 費 用 33 37 30

経 常 利 益 1,912 6 .7 1 ,881 6 .4 1 ,890 6.1 100 .5
特 別 利 益 0 2 4
特 別 損 失 30 61 5

当 期 純 利 益 943 3 .3 810 2 .7 940 3.1 116 .0

2007／3月期 2008／3月期 2009／3月期

（百万円）
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8. 20098. 2009年年33月期月期 連結業績予想（連結業績予想（22））

24,909
26,813

28,416
29,545

30,800

メンテナンスサービス リニューアル工事

2005/3期 2006/3期 2007/3期 2008/3期 2009/3期
（予想）(  )内は構成比

（百万円）

19,728
(79.2%)

21,001
(78.3%)

21,785
(76.7%)

23,353
(79.0%)

24,600
(79.9%)

5,181
(20.8%)

5,811
(21.7%)

6,630
(23.3%)

6,191
(21.0%)

6,200
(20.1%)

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

14,264
（46.3%）

13,864
（46.9%）

12,517
（44.0%）

11,613
（43.3%）

10,700
（43.0%）

16,536
（53.7%）15,681

（53.1%）15,899
（56.0%）15,200

（56.7%）14,209
（57.0%）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

2005/3期 2006/3期 2007/3期 2008/3期 2009/3期
（予想）

第2四半期
（中間期）

下   期

24,909

26,813
28,416

29,545
30,800

（百万円）

(   )内は構成比

第2四半期
（中間期）

下期

2005/3期 2006/3期 2007/3期 2008/3期 2009/3期
（予想）(  )内は構成比

（百万円）

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0
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◆◆ リニューアル工事部門リニューアル工事部門
・・まとまった案件を受注済み（下期完成予定）まとまった案件を受注済み（下期完成予定）

◆◆ メンテナンスサービス部門メンテナンスサービス部門
・・新規新規FMFM物件（大型病院・製造工場）の受注物件（大型病院・製造工場）の受注
新潟、東京、大阪、九州新潟、東京、大阪、九州

9. 20099. 2009年年33月期月期 連結業績予想（連結業績予想（33））

売上予想は達成可能か？売上予想は達成可能か？
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◆◆ 経営戦略経営戦略 ◆◆

◆◆ 数値目標（連結）◆数値目標（連結）◆

当社グループでは、中期経営計画をローリングすることで、変化する市場環境をタイムリーに取り込みつつ、当社グループでは、中期経営計画をローリングすることで、変化する市場環境をタイムリーに取り込みつつ、
常に常に33年先を見据えた経営を実践しております。年先を見据えた経営を実践しております。
現在は、「現在は、「20082008中期中期33ヵ年経営計画」に沿って事業展開しており、特に次の点を中期的な課題と捉えております。ヵ年経営計画」に沿って事業展開しており、特に次の点を中期的な課題と捉えております。

（（11）民間企業を）民間企業を中心とした新規のお客様の開拓及び官公庁より民間に移行される事業に対しての中心とした新規のお客様の開拓及び官公庁より民間に移行される事業に対しての
新たなビジネスパートナーの発掘及び既存パートナーとの連携強化。新たなビジネスパートナーの発掘及び既存パートナーとの連携強化。

（（22）当社のノウハウを活かした「設備診断・環境診断」に基づく「省エネ・）当社のノウハウを活かした「設備診断・環境診断」に基づく「省エネ・COCO22削減」等、顧客ニーズに削減」等、顧客ニーズに
合わせたソリューション提案活動の更なる強化。合わせたソリューション提案活動の更なる強化。

（（33）価格競争力強化に向けた一層のコストダウンの推進。）価格競争力強化に向けた一層のコストダウンの推進。

2009年3月期 2010年3月期 2011年3月期

売 上 高 合 計 （百万 円）      30,800      32,000      33,300
建 物 設 備 メン テ ナ ン ス 売 上 高 （百万 円）         24,600         25,800         26,800
建物設備リニューアル工事完成工事高 （百万 円）          6,200          6,200          6,500
営 業 利 益 （百万 円）          1,820          1,870          1,930
経 常 利 益 （百万 円）        1,890        1,940        2,000
当 期 純 利 益 （百万 円）          940          970        1,000
1 株 当 た り 当 期 純 利 益 （ 円 ） 108.10 111.55 115.00

10. 10. 「「20082008中期中期33ヵ年経営計画」ヵ年経営計画」
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11. 11. 日本空調グループ日本空調グループ 成長トレンド（成長トレンド（11））
（セグメント別　連結売上高推移）

10,968

14,851

19,067 19,728
21,001 21,785

23,353
24,600 25,800

26,8003,544

3,728

5,009
5,181

5,811
6,630

6,191
6,200

6,200
6,500

30 ,800
29 ,545

24 ,90924 ,077

18 ,579

14 ,513

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

2002/3期 2003/3期 2004/3期 2005/3期   2006/3期     2007/3期   2008/3期     2009/3期
    （予想）    

  2010/3期
    （計画）    

  2011/3期
    （計画）    

メンテナンスサービス売上高 リニューアル工事完成工事高(百万円)

26 ,813
28 ,416

32 ,000
33 ,300

（注）2002/9月～2003/2月にかけて、グループを再編。
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12. 12. 日本空調グループ日本空調グループ 成長トレンド（成長トレンド（22））
（連結経常利益推移）

443

1,168

1,626 1,686

2,000 1,912 1,881 1,890 1,940
2,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

2002/3期 2003/3期 2004/3期 2005/3期   2006/3期　  2007/3期    2008/3期    2009/3期
    （予想）

  2010/3期
   （計画）

  2011/3期
   （計画）

(百万円)

（注）2002/9月～2003/2月にかけて、グループを再編。
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◆◆ 配当の基本方針配当の基本方針 ◆◆

・・配当性向配当性向3030％のベースは、％のベースは、
2008/32008/3期をもって期をもって単体業績単体業績
からから連結業績連結業績への移行を実現への移行を実現

・今後は、・今後は、連結配当性向連結配当性向3030％％
を目途に安定した配当の実現を目途に安定した配当の実現
を目指すを目指す

ここのの 6 6 年年 間間 でで
〈〈2002/32002/3期期 ⇒⇒ 2008/32008/3期期〉〉

★★ 普通配当普通配当でで66期連続増配期連続増配

★★ 配当金配当金 3.23.2倍倍（（1010円円⇒⇒ 3232円）円） 1 0 . 0 1 0 . 0 1 2 . 0
1 6 . 0 1 8 . 0

22 .0

1 2 . 0 1 2 . 0 1 4 . 0

1 4 . 0
1 8 . 0

1 8 . 0

4 . 0

2 . 0

2 . 0

39 .8
44.1

30 .330 .731.1

26.8

31 .3
33 .5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

2001/3期 2002/3期 2003/3期 2004/3期 2005/3期 2006/3期 2007/3期 2008/3期 2009/3期

 （予想）

（％）（円）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

期末配当金 中間配当金 記念配当金 配当性向

当期純利益▲ 20 . 0

3 2 . 0

2 8 . 0

連結配当性向連結配当性向 34.434.4％％

13. 13. 株主・投資家の皆様へ（株主・投資家の皆様へ（11））



17

335 352 350 422

2,204

2,751
3,074 2,978

1,273

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

2001/3期末 2002/3期末 2003/3期末 2004/3期末 2005/3期末 2006/3期末 2007/3期末  2008/3期末  2008/9月末

（人）
株主数推移

(自己・機構名義含む）

14. 14. 株主・投資家の皆様へ（株主・投資家の皆様へ（22））
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9,493 10,000 10,968
14,851

19,067 19,728
21,001 21,785

23,353 24,6004,611 4,446 3,544

3,728

5,009 5,181
5,811

6,630
6,191

6,200

30,800
29,545

24,90924,077

18,579

14,51314,44714,105

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

2000/3期 2001/3期 2002/3期 2003/3期 2004/3期 2005/3期   2006/3期   2007/3期   2008/3期   2009/3期
    （予想）   

メンテナンスサービス売上高 リニューアル工事完成工事高(百万円)

26,813
28,416

786 679
443

1,168

1,626 1,686

2,000 1,912 1,881 1,890

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

2000/3期 2001/3期 2002/3期 2003/3期 2004/3期 2005/3期   2006/3期　  2007/3期    2008/3期    2009/3期
    （予想）

(百万円)

連連 結結経経 常常 利利益益 推推 移移

1 0 . 0 1 0 . 0
1 2 . 0

1 6 . 0 1 8 . 0
2 2 . 0

1 2 . 0 1 2 . 0 1 4 . 0

1 4 . 0
1 8 . 0

1 8 . 0

2 . 0

2 . 0

4 . 0

3 3 . 5
31 .3

2 6 . 8

31 .1 3 0 . 7 3 0 . 3

4 4 . 1
3 9 . 8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

2001/3期 2002/3期 2003/3期 2004/3期 2005/3期 2006/3期 2007/3期 2008/3期 2009/3期

 （予想）

（％）（円）

0 .0

10.0

20.0

30.0

40.0

期末配当金 中間配当金 記念配当金 配当性向

当期純利益▲

2 0 . 0

3 2 . 0

2 8 . 0

配配 当当金金 トトレレンンドドググララフフ

着着 実実 性性

安安 定定 性性

安安 心心 感感

・配当性向・配当性向3030％のベースは、％のベースは、2008/32008/3期をもって期をもって単体単体業績業績
からから連結連結業績への業績への移行を実現移行を実現。。

・今後は、・今後は、連結配当性向連結配当性向3030％％を目途にを目途に安定した配当安定した配当
の実現の実現を目指すを目指す
ここのの 6 6 年年間間でで
　　〈〈2002/32002/3期期⇒⇒ 2008/32008/3期〉期〉

★★ 普通配当普通配当でで66期連続増配期連続増配

★★ 配当金配当金 3.23.2倍倍（（1010円円⇒⇒3232円）円）

◆ 配 当 の 基 本 方 針 ◆セグメント別　セグメント別　連連 結結売売 上上 高高推推 移移

15. 15. 株主・投資家の皆様へ（株主・投資家の皆様へ（33））
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〈〈ご参考ご参考 〉〉 スキーチームスキーチーム

東 輝 髙野 鉄平 佐々木 悠兵 高柳 太郎 葛西 賀子
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環境創生企業環境創生企業

　　　　日本空調サービス株式会社

本日は、ありがとうございました。


